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３年ぶりの総会開催 

青栁次男 

色䛵䛝始䜑䛯銀杏䜢眺䜑䚸昔䚸友人䛾䝷䝤

䝺ター䜢代筆し䛯こ䛸䜢思い出し䛯䚹早稲田祭

䛻彼女䜢誘う手紙䛰䛳䛯䚹䛛䛴䛶䛿䚸早稲田

祭䛷切手研究会䛾展覧会䛜行わ䜜䛶い䛯䚹

し䛛し現在䚸稲門䝣䜱䝷䝔䝸ー䛾総会䛿䚸切手

展無し䛷稲門祭䛻行わ䜜䛶い䜛䚹聊䛛寂しい

気䛜す䜛䚹䛭䛾稲門際䛾雑踏䛾中䜢䚸䠍䠍ྕ

館䛻向䛛う䚹ここ䜒䛛䛴䛶䛿５ྕ館䛰䛳䛯䚹௒

䛿䚸1 階䛻コン䝡䝙エン䝇䝇䝖䜰䜢構え䜛大䛝

䛺建物䛻䛺䜚䚸エ䝇カ䝺ーター䛸エ䝺䝧ーター

䜢備え䛶い䜛䚹目的䛾 503 ྕ教室䛾䝗䜰䛻䛿䚸

䛂稲門䝣䜱䝷䝔䝸ー䛃䛾貼䜚紙䚹コ䝻䝘䛾䛚陰䛷

3年振䜚䛾集䜎䜚䚹何䛛䚸懐䛛しさ䜢覚え䛯䚹 

10 月 23 日正午 12 時䛻総会䛜始䜎䛳䛯䚹

出席者 18 名䚹議事䛿䚸䐟䠎䠌䠎䠎年度活動報

告䛚䜘び䠎䠌䠎䠏年度活動計画 䐠䠎䠌䠎䠎年度

会計報告䛚䜘び䠎䠌䠎䠏年度予算 䐡䠎䠌䠎䠎年

度会計監査報告䛸㡰調䛻進䜏䚸䐢役員改選

䛷䚸次䛾新しい幹事䛜承認さ䜜䛯䚹 

䛆会長䛇池澤克就 

䛆顧問䛇花本金吾 

䛆䜰䝗䝞䜲䝄ー䛇小西邦彦䚸磯野明彦 

䛆会長補佐䛇青栁次男 

䛆総務䛇早川弘ྖ 

䛆会計䛇木元淳一郎  

䛆編集䛇池澤克就䚸青栁次男 

䛆会計監査䛇石井克忠 

䜎䛯䚸報告事㡯䛸し䛶次䛾 2 点䛜紹௓さ䜜

䛯䚹 

䐟䝩ーム䝨ー䝆䛾移設䠄後刻䜰䝗䝺䝇䜢決定䠅 

䐠切手教室䚸常設展䚸会員作品䛾䝩ーム䝨

ー䝆上䛷䛾紹௓ 

総会䛿䚸従来䜘䜚 30 歳若返䛳䛯池澤新会
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長䛾所信表明䛷終了し䚸暫時休憩䛾後䚸講

演会䛻移䛳䛯䚹 

 䛂日本郵便制度黎明期䝠䝇䝖䝸ー―郵便制

度創設䛸手彫䜚切手䛃䛸題し䛯講演会䛿䚸小原

会員䛻䜘䛳䛶行わ䜜䚸䛭こ䛻䛿䚸小原会員䛾

所属す䜛板橋稲門会䛛䜙 10 名弱䛾聴講者䜒

参加さ䜜䛯䚹小原会員䛿䚸こ䛾 10 月䛻一般

財団法人日本切手䝕䝆タ䝹博物館䜢開館さ

䜜䜎し䛯䛜䚸䛭䛾経緯䛻䛴い䛶䜒講演䛾中䛷

話し䛶い䛯䛰い䛯䚹 

 

 

小原会員 

 

 

小原会員の講演 

 

講演会䛾後䚸暫䛟時間䜢䛚い䛶高田牧舎

䛷懇親会䚹䝡䝹䛻建䛶替え䜙䜜䛯会場䛷䚸高

田牧舎䛜䚸䛂タカタ䝪ク䝅ャ䛃䛷あ䜛こ䛸䛻初䜑

䛶気䛜付い䛯䚹卒業以来約 60年䚹あ䜎䜚䛻気

䛜付䛟䛾䛜遅す䛞䜛䛛䜒し䜜䛺い䚹懇親会䛻

䛿䚸88歳䛛䜙 48歳䜎䛷䛾会員 18名䛜集い䚸

和や䛛䛻䚸賑や䛛䛻時䛜過䛞䛶い䛳䛯䚹 

 私䛜早稲田䛻通䛳䛶い䛯こ䜝䚸教室䛷䜒

キャン䝟䝇䛷䜒䚸文学部䜢除い䛶女性䛾姿䛿

稀䛰䛳䛯䛸記憶し䛶い䜛䚹し䛛し䚸௒回䚸あ䜎䜚

䛾女性䛾多さ䛻䝡ック䝸䚹䛭䜜䜒䚸若い䛚母さ

䜣䛜䛚䛚䛬い䚹䛭䛾䛚母さ䜣䛯䛱䛾䝧䝡ーカ

ー䛻乗䛳䛯䛚子さ䜣䛯䛱䛜䚸次䛾早稲田䜢担

䛳䛶䛟䜜䜛䜒䛾䛸期待し䛺䛜䜙早稲田䛾杜䜢後

䛻し䛯䚹 

 

 

稲門祭当日のキャンパス 
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小原会員の講演資料より 
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　長引くコロナ禍、全国津々浦々神楽囃子の

響きも徐々に復活の兆しが見え大変喜ばしく

感じている日々ですが、体力、知力、記憶力、

想像力・・・力の低下は単なる好奇心だけで

は太刀打ちできないレベルであることを痛切

に認識し始めました。全国各地の神楽や伝統

芸能の素晴らしさや支える人々の情熱を忘れ

ぬよう書きとめてきましたが、今回をもって

一応の区切りにすることとしましたのでよろ

しくお願い申し上げます。

　出雲大社のお膝元　神迎えの道

　　　　　　　　　　　　大土地神楽

　 旧 暦 10 月 10 日、 全 国 津 々 浦 々 よ り

八百万の神々が出雲大社の西方 1 キロにあ

る稲佐の浜より上陸し、縁結びの「神議り」

を行う神在祭が執り行われる。龍神を先頭に

神々をお迎えする「神迎えの道」の中ほど、

杵築の地に鎮す（祭神は須佐之男命）の氏子

により江戸時代中頃より旧大土地村と旧中村

の人々により伝承されてきた出雲神楽があ

る。

　出雲神楽は出雲を中心とした一帯及び周辺

に共通の特色を持つ神楽の総称であるがその

成り立ちを思うとき、歌舞伎の祖出雲阿国に

まつわる話がどうしても脳裏から離れないの

である。事実この杵築の地には出雲阿国の墓

所や阿国神社など阿国にまつわる跡が随所に

存在しており、出雲大社の巫女となった後に

出雲大社勧進のため諸国を巡回したと伝わる

話と交錯する。神楽は元来神に対する畏敬や

感謝の意味を込めた神道色濃い神事である

が、それに能　狂言の芸能的要素が取り入れ

られたのは、門前町として盛んだった芝居興

業の影響を受け、観衆を意識し楽しませる所

作演出が多く取り入れられるようになったか

らに違いない。先年、初期歌舞伎踊りの面影

を残す新潟柏崎の「綾子舞」の演ずる優雅な

扇の手ぶりが思い出される。多くの神楽が神

職の手により継承されている中で広く一般に

今日もどこかで　神楽・まつり・そして神楽　

池山　眞彦

大土地荒神社

出雲市

山陰本線

宍道湖

一畑電車大社線

一畑電車北松江線

開放されたのは明治時代になってからと

いわれている。しかしここ杵築ではより

以前から氏子たちによる「素人神楽」が

存在し、小児に舞わせたり豪商たちが面

や衣装を寄進するなど独自の展開を見せ

300 年の時を経て現在に至っているそ

うである。

　夕食後、出雲大社参道添いにある国登
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録有形文化財の宿「日の出館」の主人に車で

案内され荒神社へ。

　明るく照らされた白木の舞台では子供たち

による七座と呼ばれる序盤の神事的な舞が

後半を迎えていた。榊に飾られた 4 本柱に

は青龍　白虎など東西南北を示す紙が巻か

れ、天井からは飾りのついた小さな天蓋が 2

枚垂れ下がっただけの極めて質素な舞台では

ある。「大土地神楽」と染め抜かれた濃紺の

幕前に 2 列になった奏者が大太鼓や鉦、笛

を手に囃しを奏しており、又舞人の出入りの

ために奏者の横に設けられた階段からそのま

ま橋掛りが伸び道路を挟んだ二階家へつなが

る。　まさしく能舞台そのものの設営だっ

た。しかも毎年新しく仮設するとのことで再

度びっくり。

　連日の猛練習を経た本番の舞台は、頭屋と

呼ばれる六つの町内で受け継がれる子供たち

にとっては六年に一度のハレ舞台でその愛ら

しい舞ぶりは夜神楽に一層の華を添えてい

る。

　八千矛神と言われた若き大国主大神が出雲

の国を平和な国とすべく、悪事を働いていた

兄神とその子分達と弓矢や刀を持って激しく

戦い、人々が安心して暮らせるまでを描いた

勇壮な舞が続いた。地元の人々がしっかりと

荘厳優雅な舞を見守る中、舞台の周りでは大

勢の子供たちが夜更けの時間制限無しをは

しゃぎ回って遊んでいたのが印象的だった。

続いて 4 人の乙女が鈴を手にもって優雅に

舞を神様に奉納する。

　御幣と扇を手にした小学生が

願う弊の舞、手草を手にした手

草の真は共に神様に豊作を願う

舞であり、伝統の重圧を背負い

ながらの熱演、舞の合間に見ら

れる所作や顔には喜びと誇らし

さを醸し出す迫真の一人舞台で

あった。

　時間はすでに午後 10 時を過ぎ

るさと心の風景切手
出雲市　一畑鉄道
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ている。宿へ戻る時間が迫っている・・・・。

本格的な神話の舞台を前にして残念ではある

が、300 年の伝統と神楽にかける熱意に浸

れた喜びはしっかりと受け止めよう。

神々を演ずる山の神、三韓、大恵比寿、切目、

荒神等の主演目はあきらめることとした。納

めは 1 時間に亘って八岐大蛇退治、素戔嗚

尊と稲田姫、八重垣神社の物語で締めくくら

れるそうである。　舞台の終了は午前 2 時、

延々 8 時間に及ぶ奉納神楽なのである。

　青白く霞む街灯の続く神迎えの緩い坂道を

若い親子連れが歩いている。母親の先をみぎ

ひだりにぴょんぴょんと跳ねながら幼女が行

く。神楽の余韻と後ろ髪を引かれる思いを感

じながら帰路に就く身には何とも言えぬ不思

南信州の秘境遠山郷　

　　　　　　一陽来復を願う霜月祭

　数年前、折からの暴風雪に急遽に中止を決

めた遠山郷。地図上に定規を当てれば直線距

離 160 キロ強も新宿から高速バス、地元バ

スに乗り換えで延々 7 時間。

　往時は賑わう秋葉街道筋の南信州和田宿は

今や「神々の棲む里」秘境中の秘境なのだ。

遠山郷の霜月祭りは年も押し迫った 12 月、

飯田市上村、南信濃の各神社で奉納される湯

立神楽で、社殿の中央に設えた釜の上に神座

が飾られ湯を煮えたぎらせて神々に捧げま

す。万物の生命の源である太陽が最も衰弱す

る冬至を境に日増しに長くなる日照時間、そ

れを一陽来復、太陽の復活再生と考え、神も

人も自然界の全てが生まれ清まることを祈る

旧暦霜月（11 月）の祭りである。

　12 月 13 日、バスを降り立った冷え冷え

する街道筋、木々はすっかり葉を散らし、行

きかう人影は全く見当たらない。馬が街道を

闊歩していた時代から続く老舗旅館に荷を解

き、先ずはお目当ての和田・諏訪神社に出向

く。

　掃き清められた境内には日章旗や神社の幟

が神々を迎えるに相応しい深遠な雰囲気を醸

し出していた。深夜に及ぶ本祭りの序盤は既

遠山の霜月祭り

甲斐駒ヶ岳

北岳

甲府市
北アルプス市

身延町

飯田市

光岳

赤石岳

ふるさと切手
出雲阿国

南
ア

ル
プ

ス
国

立
公

園

議の世界に浸るような思いがして、何

度もその光景が脳裏に呼び戻されるの

である。

後日京都旅行の折、四条河原にかかる

橋のたもとで歌舞伎踊りの出雲阿国像

と突然出会い、びっくりと同時に俄か

に出雲での光景が懐かしく思い出され

たのです。

1656



－ 786

に始まっており、30 畳ほどの舞殿中央には

湯開き、湯立てを終えた湯釜、天井には神々

の通り道である注連縄、切り紙を飾り付けた

天蓋が飾られていた。湯釜の周りを白衣に烏

帽子、手に扇と剣を携えた素面の舞人 4 人

が厳かに「下道祓い」と称する舞台を舞って

いた。一見単調に見える所作、足運び、回数

等々ではあるがそれぞれ神々に捧げる深い意

味を持っていることがうかがえる。

時間的に見物人もわずかであったが大体の様

子を確認、社務所でまつりの説明書を購入し、

一旦宿に戻り出直すことにした。

　湯けむりを上げる釜の周りを手に御幣を

持った白装束の舞人 10 数人が全ての神々や

その眷属に湯を捧げる「鎮めの舞」を舞って

いた。舞殿には最前と異なり既に多くの人々

が静かに見守っている。中折紙を宙にまわせ

て面神を降ろす儀式が終了すると、水の王、

火の王、じいさ・ばあさ、猿からなる役面の他、

遠山氏の御霊や村内の神々 41 面が次々に現

れる。祭りは地域によって釜の数、祭りの内

容、面の構成などが異なり、ここ和田・諏訪

神社は釜 1 口、面 41 面の構成になっている。

両腕を 2 人の舞人に支えられた水の王が聖

なる湯に祈願の後、沸々たぎる熱湯の中に素

手を突込み、荒々しく湯を跳ねまわしながら

命の再生を願い続ける。もうもうと立ち上がる

蒸気と舞い散る湯を浴びながら人々はその激し

さと霊気に息をのむ。その頃には狭い舞殿には

人が溢れんばかり。腰に両手を当て足を大きく

踏み出してはのけぞるように釜の周りを歩きま

わる火の王に続いて、歴史を感じさせる遠山氏

の御霊や村内の神々が次々に同じ仕草を 3 回

ずつ、釜の周りをゆっくりゆっくり廻り歩く。

僅かな明かりと燃え盛る火、粛々と繰り返され

国立公園南アルプス
赤石岳
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る単調な仕草、そして人々の息使い・・・、別

世界に迷い込んだようだ。

　笹を束ねた湯タブサを手にした天鈿女命「ば

あさ」が湯釜に笹を浸しては村人を祓って歩

き廻る。このばあさは何と「ションベンバア

サ」とも呼ばれるそうで一体どういうことなの

か？？？。出遅れた「じいさ」がのこのこ出て

くるが半周位したところで役人に呼び止められ

問答の末に上衣も刀もとりあげられ「ばあさ」

を抱くように元へ帰る。何を意味するのか不明

であるがコミカルな仕草が笑いを誘う。

　長時間続いた白と墨染の衣装と舞台に初め

て真っ赤な衣装をつけた猿面が登場、手に扇子

と御幣を持ち東西南北角々で飛び上がっては舞

い廻る。猿が舞うことで村々から災忌が「去る」

ことを願う〆の舞台なのである。

　現代に生きる我々は冬至を単なる季節の節目

として「かぼちゃを食し」「柚湯に浸かる」程

度の位置付けであるが、古来洋の東西を問わず

生命の源である太陽の最も沈む冬至には特別な

意味を持つ祭りや宗教行事が行われ、現在でも

姿を変えその伝統が引き継がれている所は多々

あります。

　ここ山深い遠山の里では厳しい冬を前にし

て、太陽の復活再生すなわち命の生まれ変わり

一陽来復を祈願する祭りはきわめて自然であ

り、この祭りを待ちわびる人々の心情がひしひ

しと伝わる。

　神楽や宗教行事の多くはそれぞれ深い意味合

いや教義を持ち合わせながらも、他方華やかさ

や芸能的要素を持ち合わせているが、　ここ霜

月祭りは最初から終わりまで古風で伝統的な宗

教行事そのものであった。湯釜を中心に僅か 1

メートル幅ほどの狭い舞殿、舞人の息づかいが

真近かに聞こえ、時に激しく時に荘厳に変化す

る舞、セピア色に染まった白黒映画のシーンの

様な光景は、異次元の冥界に迷い込んだ思いが

したのです。

　翌朝、遠山城からながめた和田郷の集落は、

山裾に輝く日昇とは無縁にひっそりと静まり

返っていた。

ふと足元を振り返ると

朝の冷気の中、敷かれ

た玉砂利の僅かな隙間

から白百合が一本、凛

として・・・・。
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嗚呼　紫峰筑波を望む石岡、

　　　　　　　　根小屋代々十二神楽

　コロナ感染者も大分落ち着いてきた新緑の花

見時、ここ数年急増した外国の観光客の雑踏が

戻らぬ前、自由に闊歩できるチャンスを逃すま

いと京都へでかけたのですが・・・

何たること「好事魔多し」、御室の仁和寺で定

期入れを紛失してしまったのです。

　幸い後日山内の蓮華寺から連絡があり不動明

王のお札と共に無事手元に戻りましたがこれも

なにかの御縁とありがたく感謝と安堵の思いを

していた折り、たまたま覗いた書店の店頭で澤

田瞳子の「落花」の内容説明札に興味をそそら

れました。

　「主人公は平安中期、真言宗の声明を中興大

成した御室仁和寺の「寛朝」、舞台は関東常陸

の国、勇躍する平将門、その出会いと別れ・・・・

雄渾な歴史小説である？？・・・・。」キーワー

ドは「御室仁和寺」、これは不思議な偶然・奇

縁を感じ即時購入、興味をもって一気に読み切

りました。

　霊峰筑波山を望む常陸の国府の所在地であり

多くの史跡や旧跡、民俗芸能等の存在と共に県

名発祥の地となった旧茨城郡「石岡」の二文字

が新たに脳裏に貼り付いたまま秋冷の時節を迎

え、しかも風味豊かな常陸秋そばが待っている

ことを思えば、江戸ソバリエ会員としては腰を

上げざるをえないのです。

　片野城跡の一角に在す七代天神社は戦国時

代、太田道灌の四世の孫にあたる武将・太田美

濃守資正が当城の守護神として美濃太田佐竹郷

天神林鎮座の七代天神を迎え、神楽を奉納した

ことが始まりと伝えられている。変化に富む気

品と「ジャカモコ・ジャン」と奏でる音色を持

つ四百数十年の歴史と伝統を引き継いできた

「根小屋代々十二神楽」は演目種類が十二座に

分かれるので十二神楽と言われ、又代々この地

に生まれた長男に引き継がれたことから、代々

神楽とも呼ばれて現在は市指定無形民俗文化財

として地域に根ざした民族芸能として継承され

ているものです。　

　少女 2 人の巫女舞奉納からはじまり猿田彦

命による「槍の舞」、「豆撒の舞」「田耕の舞」「鯛

釣りの舞」そして手力男命、天鈿女命、天照大

国土緑化切手
筑波山

七代天神社

石岡市

常
磐

線

筑波山

つくば市

霞ヶ浦

土浦市
かすみがうら市
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神による「岩剥がしの舞」まで、途中 2 度に

わたる餅まきなど変化にとんだ舞と共に地域の

人たちの表情、雰囲気に大いに興味をもっての

ぞんだのですが・・・・・なんと？

城跡への坂道を辿っていると上からビニール袋

を提げた子供たちが数人、一回目の餅まきが終

了したと思い足早に上っていくと地元の人が

「今日はもう終わったよ。」と気の毒そうに声を

かけてきました。予期せぬ一言を半信半疑のま

ま神社の境内まで出向くと、境内にはすでに参

拝人の人影はなく僅かに数人の世話役が始末を

しているところでした。本殿に参拝後話を聞く

と紅白の餅を差し出しながら、新型コロナの感

染拡大の下、2 年間中断を余儀なくされ、今年

再起を願い段取り、設営をしたが、舞台で演ず

る人が集まらず、やむなく巫女舞と餅まきだけ

で終えたと申し訳なさそうに説明してくれた。

改めて拝殿を眺めていると濃紺の横断幕を前に

激しく且つ優雅に舞う舞人の影と

無念の神樂囃子が響いてくる思い

がして、急に寂しさを覚えたもの

です。地域の人々の心を結ぶ貴重

な舞台が再開復活することを願う

ばかりです。

　静謐感漂う杉並木の参道、見下

ろす集落の田園風景、彼方に聳え

る筑波の秀麗をしっかり頭に畳み

込み、無念の涙を飲み込みながら山を下りるこ

とにした。

　柿の実がたわわに実る筑波山東麓の街道を右

に折れ真壁への峠道を駆ける。

　つくばねの峰より霞ケ浦へ注ぐ恋瀬川の沢沿

いに水車が 1 基、今も現役で稼働しているのだ。

石岡セレクト認証品である「水車杉線香」は近

辺の杉の葉を水車で挽いて粉にするという伝統

的な製法を守る香り豊かな手造り線香、何とか

この目で製造工程を確認したい・・・。幸い家

主が在宅中で水車の現場を案内して頂くことが

できました。

　沢の淵から引いた木製の樋を伝って流れる水

は水車の回転音に転じ、心地よい響きとなって

聞こえてくる。水車小屋を開いてもらうと爽や

かな杉の香りと共に水車の槌音が力強く腹に響

く。山と積まれた杉の枯れ枝の奥には木製の歯

車が休みなく回転し 10 本ほどの木製の槌を上
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下させている。弾き終えた茶色の杉粉を指でつ

まむと、いとも簡単に風に舞った。昨今は悪名

高き杉花粉であるが当地では杉線香の生みの

親、宝物なのです。その後の工程は沢の水で沸

かした湯で練り上げるだけの無添加純正の杉線

香として生まれ変わるのです。

　この時期、庭先にはこの地域特産で酸味の強

い小型みかんが鈴なりになっていました。福が

来ると書いて「フクレミカン」というめでたい

品種です。

   無念と安らぎの錯綜し

た複雑な一日でし

た。

　最終回、予期せぬ結末となりましたがこれ
が現実の姿であることを再確認した次第です。
　  折しも、石岡行の 2 日前、新聞紙上に地域
の伝統的宝物を維持、持続するための苦悩の実
態が記されていましたが、地域活性化の原点で
ある人々の絆、結、維、組、縁…といった糸へ
んをじっくり見直す機会になってほしいもので
す。
　一方、盆踊りや念仏踊りなどの「風流踊り」
がユネスコの無形文化遺産に登録される見通し
になったとの朗報もあります。これを機会に身

近かな芸能や伝統文化に目を向ける人が増え
継承活動に弾みがつくことを期待したいと思
います。全国にはまだまだ多くの民族芸能や
伝統行事が残っていますがいずれもかけがえ
のない遺産です。保存や伝承には課題も多い
とおもいますが人と人を結びつける「地域の
宝」であることを再確認しようではありませ
んか。
　・・・じっと耳を澄ますと今日もどこかで
神楽囃子の響きが聞こえてくるようです。・・・
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日本切手 2022 年発行状況
表 1．　2022 年発行切手一覧

表 2．　発行目的別切手発行状況

発行件数

種類

発行枚数

購入必要金額  1 種 1 枚

図１　過去２0 年切手発行の変化

　2022 年の切手発行は表 1 の通りでコロナ

禍の影響はなくなり、オリンピックという

お祭りも終わり過去 20 年の流れからみると

落ち着きを感じさせる。( 図 1）。発行件数

は 39 件とかなり少なくなったが、2006 年

頃からのシールシート発行の影響で種類は減

らない。加えて、2022 年はカタログ収集の

者には困った形の発行が生じている。通常は

10 種で 10 枚のシート構成の発行であるの

が、グリーティング切手に加えて記念切手の

半数が 10 種でなく、5 種、2 種という発行

であり、重複の購入を強いられる切手になっ

てしまった。日中国交正常化 50 周年切手な

どは 2 種を手にするには余分に 8 枚を購入

しなければならない。このことは昨年の海洋

研究開発機構創立 50 周年切手からみられた

ことで、2022 年はシリーズ切手も含め合計

すると 113 枚（約 9400 円）も余分な切手

を購入させられている。今後このような発行

が記念切手でも常態化してしまうのであろう

か。

　発行目的別に整理すると表 2 の様になり、

2010 年頃から特殊切手の主役が記念切手か

らグリーティング切手、シリーズ切手に移っ

たことがますます強くなり、グリーティン

グ切手がより多くなっている。2022 年は販

売品なる理解に苦しむ切手が 1 件の発行で

あったことはホッとする。2010 年代半ばで

50% をこえ、年々増加しているシール切手

は 2022 年は発行枚数で 97％となった。国

　 発行目的 発行内容 種類 発行数 切離

1 グリーティング切手 グリーティング（ライフ・花） 20 3200 シール

2 グリーティング切手 春のグリーティング 10 3900 シール

3 グリーティング切手 宝石・鉱石～自然の芸術～ 20 2200 シール

4 グリーティング切手 グリーティング（シンプル） 2 60 シール

5 グリーティング切手 ハッピーグリーティング 6 5500 シール

6 グリーティング切手 グリーティング（シンプル） 2 5501 シール

7 グリーティング切手 夏のグリーティング 20 3400 シール

8 グリーティング切手 グリーティング（ライフ・花） 20 4500
9 グリーティング切手 海のいきものシリーズ 10 300 シール

10 グリーティング切手 　キャラクター 20 3500 シール

11 グリーティング切手 秋のグリーティング 10 3300 シール

12 グリーティング切手 ぽすくまと仲間たち 20 2700 シール

13 グリーティング切手 冬のグリーティング 10 3500 シール

14 シリーズ切手 My 旅切手シリーズ第 7 集 20 2400 シール

15 シリーズ切手 「自然の記録シリーズ 第 2 集 10 2000 シール

16 シリーズ切手 江戸－東京シリーズ第 2 集 20 1800 シール

17 シリーズ切手 おもてなしの花第 18 集 10 4300 シール

18 シリーズ切手 美術の世界シリーズ 第 4 集 20 2800 シール

19 シリーズ切手 世界遺産シリーズ第 14 集 10 500 シール

20 シリーズ切手 世界遺産シリーズ第 15 集 10 500 シール

21 シリーズ切手 おもてなしの花第 19 集 10 4400 シール

22 シリーズ切手 絵本の世界シリーズ第 6 集 10 2750 シール

23 シリーズ切手 おいしいにっぽん第 4 集 20 2800 シール

24 記念切手 沖縄復帰 50 年 5 700 シール

25 記念切手 モンゴル外交関係樹立 50 年 10 700 シール

26 記念切手 ボーイスカウト 100 年 5 700 シール

27 記念切手 鉄道 150 年 10 600 シール

28 記念切手 日中国交正常化 50 年 2 700 シール

29 記念切手 調停制度発足 100 年 5 600 シール

30 記念切手 国宝シリーズ第 3 集　 20 2100 シール

31 記念切手 税関発足 150 年 2 500 シール

32 毎年発行 切手趣味週間 3 600 目打

33 毎年発行 国土緑化（滋賀県） 5 500 目打

34 毎年発行 ふみの日 4 2800 シール

35 毎年発行 第 77 回国民体育大会 10 400 目打

36 毎年発行 国際文通週間 5 1000 目打

37 年賀切手 年賀切手令和 4 年用 2 6 シール

38 年賀切手 年賀切手令和 5 年用 4 1960 シール

39 販売品 ぽすくまおたよりセット 3 4.5 シール

は数以上に購入が必要な切手

発行目的 件数 種類 枚数 料額
グリーティング切手 13 170 41561 12785
シリーズ切手 10 140 22800 10626
記念切手 8 59 6600 4746
年賀切手 2 6 1966 447
毎年発行 5 27 5300 2219
販売品 1 3 4.5 360

合　計 39 405 79431.5 31183

39

405

約 8億枚

約 3万円
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1972 年発行
学制 50 周年切手

表 3．　2022 年発行記念切手の発行履歴

2022 年発行 過去の発行

沖縄復帰
50 年

ボーイスカウト
100 年

日中国交正常化
 50 周年

   2012 年　2002 年　                  1992 年     1982 年

日本・モンゴル外交
関係樹立
 50 年

　　　　  2002 年
　　外交関係創立 30 年
　　樹立と創立、時が表現を

　　変えるのか

鉄道 150 年                                1972 年　　1947 年　　　1942 年

調停制度発足
100 年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1971 年

　　　　　創設は 1971 年

　　　　　発足は 1972 年

税関発足 150 年 　　　　　　　　　　　　　　　　1972 年

2012 年　2002 年　1997 年　1992 年　1982 年　1972 年

1972 年

体、国土緑化、切手趣味、国際文通切手がい

つまで目打の切手で発行されていくか興味が

ある。

　次に、いくつかの点で疑問、注意された点

を記してみたい。

誰の、何のための記念切手か
　2022 年の記念切手は過去 20 年平均の 8

件発行されているが , その内容に問題を感じ

る。発行内容すべてが表 3 に示す如く 2 回

目以上の発行であること

だ。更に、50 年前 1972

年発行の記念切手をみる

と 100 周年として発行

されてしかるべき内容の

切 手 が 存 在 す る。 学 制

50 周年切手である。この

選択が妥当か考えてしま

う。国民全体が対象となる制度と一部の参加

者を対象とするボーイスカウト活動と比較し

た時、頭に疑問が生じた。

　記念切手は記念内容を広く知ってもらい啓

蒙する役割が多きことを考えると、売上げの

点からだけ発行されることが無いよう希望す

る。この点からすると、甲子園球児のヘルメッ

トに記された野球伝来 150 年なども考慮さ

れてもよかったのではないか。

　次に、過去の記念切手を並べてふと感じさ

せられることがある。それは発行目的・内容・

対象が狭く限られてきているのではないかと

いうことだ。

　1960 年代から 2000 年頃までは国際的

な運動に合わせた記念切手がみられたが、

2000 年以降少なくなっているようだ。世界

年、世界デーの切手を整理してみると、90

年代 14 件発行されたが、2000 年以降は 3

記0266 記0430 記0482 記0525

国際地球観測年 国際協力年 国際観光年 国際人権年

D:\日本切手\特殊切手\記0680 D:\日本切手\特殊切手\記0703 D:\日本切手\特殊切手\記0848 D:\日本切手\特殊切手\記0921

記0680 記0703 記0848 記0921

国際赤十字献血年 国際婦人年 国際児童年 国際障害者年

D:\日本切手\特殊切手\記0973 D:\日本切手\特殊切手\記1055 D:\日本切手\特殊切手\記1114 D:\日本切手\特殊切手\記1
記0973 記1055 記1114 記1219

世界コミュニケーション年 国際青年年 国際平和年 国際居住年

D:\日本切手\特殊切手\記1326 D:\日本切手\特殊切手\記1402-3 D:\日本切手\特殊切手\記1466-67 D:\日本切手\特殊切手\記
記1326 記1402-3 記1466-67 記1744

国際識字年 国際宇宙年 国際家族年記念 国際高齢者年

D:\日本切手\特殊切手\記1789 D:\日本切手\特殊切手\記2123-01 D:\日本切手\ふるさと切手\地1215.jpg

記1789 記2123-01 地1215.jpg

ボランティア国際年 南極・北極の極地保護 国際森林年2000 年以降

記0256 記1600 記3988-01

世界こどもの日 国際音楽の日 世界津波の日制定

国際年の切手

国際デーの切手

件である。また、医学をはじめ

として各種学会の世界大会開催

切手が同機関には多く発行され

ており、さらに、政治、外交的
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国際胸部医学会議 国際耳鼻咽喉小児科学学会 第7回国際生化学会議 国際外科学会

国際眼科学会 国際整形外科学会 国際産科婦人科学会 国際昆虫学会議

国際地理学･地図学会議 国際薬理学会議 国際皮膚学会 国際ウィールス学会議

な会議を除いて種々の国際会議開催切手も学

会以上に多く開催されていることが発行件数

からわかる。 2000 年以降 20 年で学会関係

は 4 件でそのうち 2002 年世界精神医学会

1 件のみ国際学会で、残り 3 件は国内学会。

会議も 2005 年 国連防災世界会議など 13 件

と明らかに少なくなっている。日本の世界で

の立ち位置の変化、郵政民営化等による記

念切手発行の選択基準の変化、  そして 10 種

シール発行の影響等を考えてしまう。

   今年も記念切手は外交関係記念事項も含めす

べてシールとなり、残る関心は皇室関係記念切

手がいつシール切手で発行されるかである。

切手印刷の 70%をトッパン、トッパ ！！

　昨年、印刷機関別特殊切手の印刷割合に変

化を指摘したが、2022 年は更に大きな変化

が図 2 の様に見られた。海外での印刷がさ

らに減じ、Cartor Security Printing にいたっ

ては 2020 年に 50％を印刷してたのが全く

記0315 記0399 記0390 記0429

国際鳥類保護会議 国際電波科学連合総会 国際灌漑排水会議 国際電気通信連合100年

d:\日本切手\特殊切手\記0433 d:\日本切手\特殊切手\記0457 d:\日本切手\特殊切手\記0471 d:\日本切手\特殊切手\記0460

記0433 記0457 記0471 記0460

第9回国際原子力機関総会 国際工業所有保護総会 国際米穀年農業祭 第11回太平洋学術会議

d:\日本切手\特殊切手\記0472 d:\日本切手\特殊切手\記0508 d:\日本切手\特殊切手\記0476 d:\日本切手\特殊切手\記0516

記0472 記0508 記0476 記0516

国際衛星通信開始 第13回国際道路会議 第5回国際港湾協会総会 国際ユースホステル会議

記0579 記0573 記0687 記0701

国際職業訓練競技 犯罪防止国際連合会議 国際食用きのこ会議 世界石油会議

d:\日本切手\特殊切手\記0769 d:\日本切手\特殊切手\記0759 d:\日本切手\特殊切手\記0886 d:\日本切手\特殊切手\記0882

記0769 記0759 記0886 記0882

各種団体、機関の世界会議、大会開催

学会の世界会議開催

見られなくなってしまった。対して凸版印刷

kk が印刷件数、種類、発行枚数、どの面で

も 70％を占めている ( 図 3)。なぜ、外国業

社が減じたのか。円安が進むであろう 2023

年はどうなるか。

細長切手の発行
　2022 年の切手の中に非常に細身でスマー

トな切手を見つけた。竹久夢二の花図案を題

材にしたグリーティング（ライフ・花）切手

20 種の中の 6 種である。

図 2　特殊切手の印刷施設別割合

凸版印刷 kk

印刷局

他外国会社
印刷局

他外国会社

凸版印刷 kk

Cartor Security Printing

図 3　特殊切手の印刷施設別割合　2022 年

凸版印刷 kk

外国会社

印刷局

グリーティング（ライフ・花）切手

　本会報 68 号の変形切手の記事で見返り美

人切手を長すぎる変形切手と扱ったのを思い

出し、この 6 種の切手が長方形切手の中で

の位置づけを確かめてみた。表 3 に見るよ

うに見返り美人切手の約 7㎝× 3㎝の大きさ

はさすがの大きさであるのに対して竹久夢

1664



-1586

       発行内容    短辺 長辺 比
1 1948 見返り美人 30.0 67.5 2.25 
2 1949 月に雁 30.0 67.5 2.25 
3 1997 日本チリ修好 21.6 47.0 2.18 
4 2013 切手趣味 22.5 48.0 2.13 
5 2014 新幹線 50 22.5 48.0 2.13 
6 2017 切手趣味 21.5 48.0 2.23 
7 2018 ファッション 21.5 43.5 2.02 
8 2018 動物シリーズ 19.0 40.0 2.11 
9 2019 切手趣味 21.5 48.0 2.23 

10 2022 グリーティング花 18.5 48.0 2.59 

　　1970 年ブダペスト解放 25 年　短辺 26㎜ , 長辺 132㎜　比 5.01

      2.25                2.23        2.23           2.18          2.13          2.13           2.59表３　主な細長切手

単位　mm　比は長辺 / 短辺

稲門 POST
　　 2022

24

18.5
×
67.5㎜

二・花切手は長辺 / 短辺が 2.59

と今までにないスマートな切手

である。世界ではどこまで長い

切手があるか少し調べた。右上

のハンガリー 1970 年発行のブ

タペスト解放 25 年切手で比は

5.01 という切手が見つかった。

ふと見返り美人の長辺と夢路の

短辺で切手を試作してみたくな

り悪戯したのが左図である。こ

の程度までであれば使用可であ

ろうか。比は 3.64 である。
切手をもっと丁寧に扱って欲しい
　毎年、述べることをためらってきたのが切

手のデザインとデザインに対する説明のお粗
末さが増してきたことである。鉄道 150 年の
切手は過去の鉄道切手の中で最悪の切手と個
人的に感じてしまう。鉄道シリーズのデザイ
ンの方がはるかに車両の特徴を感じ取れる。
加えて HP のデザインの説明は車両名と「鉄
道開業 150 年を振り返り、時代を代表する革
新的かつ画期的な車両を題材としました。」と
言う文のみである。リーフレットには「鉄道
開業当時を描いた浮世絵を背景に、開業 150
年の歴史を振り返り、その当時の革新的な車
両たちを集めました。」とある。両文にある革
新的な車両の内容を簡単に説明することが最
低必要ではないかと考える。リーフレットの
裏面の圧倒的な白紙部分に各車両の革新部分
の記述があれば鉄道 150 年の意味を切手を通

して伝えることができたのではないだろうか。
また、国宝シリーズ第 3 集～東京国立博物館
創立 150 年～切手では博物館所蔵国宝から採
用したとだけ記し作品名だけで良しとするの
であろうか。こちらも HP 上、リーフレット
で作品の紹介と国宝となった意味などを記し
ていただければ、どれだけ切手発行が意味を
持つであろう。
　デザインの扱いを 2002 年切手趣味週間切
手に振り返ってみると下記のように丁寧な説
明が記されている。

今年が午年であることにちな

み、京都の賀茂別雷神社 (上

賀茂神社 )で毎年 5月 5日に

行われる ｢賀茂競馬」を描い

た六曲一双の「賀茂競馬図屏

風」から、右隻の最も動的な

部分であり主題部分ともいえ

る、競馬の二つの場面 (第三

扇及び第五扇 )を取り上げています。 賀茂競馬

図屏風は、右隻が競馬の情景であるのに対して、

左隻はのどかな川の流れを主体として描かれて

おり、一双の屏風に静と動が対比されています。

寛永年間 (1624～ 1644)前半、長谷川派に連なる

絵師(氏名不詳)によって描かれたものと考えら

れており、現在は、神奈川県横浜市にある財団法

人馬事文化財団｢馬の博物館」が所蔵しています。
h t t p s : / /www . po s t . j a p anpo s t . j p / k i t t e _h ag a k i / s t amp /
tokusyu/2002/0419/index.html

せめて、文化財、天然記念物を扱う切手のデザ

インにだけでもこの程度の悦明が欲しい。時折

発行される通常版切手帳に記される内容の半分

でもリーフレットに記し,切手を大切に扱って、

日本切手に夢を持てることを願い、12 年の本

シリーズの筆を終了とする。　　　小川義博
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　前回に用意の文章は次回にお願いし、今回

は、時節を考え「クリスマス」で検索。果た

して２つの DATABASE でヒットするものが

あるか不安をもってクリック。やはり切手で

ヒットするものは数えきれないほどあるが、

厠 DATABASE では 2 件しかヒットしない。

カガネ―人形、サンタクロースの 2 件である。

●カガネー人形

　カガネー人形とは。12 月 スペイン バル

セロナ カテドラル前の広場にはクリスマス

用品、人形などを売る売店が並ぶ、その人形

の中にとんでもないカガネール、カガネー

（Caganer) ウンコたれ人形がたくさん並ぶ。

それは何人も避けて通れない行為、排せつ

行為を人形にしたものである。自然から得た

物を自然に帰し、豊作を願う気持ちと 、偉そ

うにふるまってる人だってみな同じことする

んだという、この地方の人の現実を見つめる

しっかりした姿勢を示している。この人形、

手のひらに軽く乗るぐらいのサイズであるが

意外に値が高い物のようだ、わたくしが手に

入れたものは 1800 円もした。

　この人形が 1997 年アンドラ公国 ( スペイ

ン語）のクリスマス切手として発行され、我

が厠 DATABASE にクリスマスの KEYWORD

で登録されていたのである。

悪趣味をコラボする ( 切手と厠）　2.

　　　　2 つ DATABASE で

KEYWORD　「クリスマス」で検索

1997 年アンドラ発行
クリスマス切手

　この人形の面白いのは避けられない行為を

している一般市民から政治家、学者、王族、

法 王 ま で 幅 広 く

全 て を 人 形 に し

て い る こ と で あ

る。

　 ど ん な 方 々 が

人 形 に な っ て い

るか探して、切手

と 無 理 や り コ ラ

ボしてみました。
これが自然に返す意味をこ
めたスタイルか

1666



-1786

  ドイツ 2005 年発行
      アインシュタイン
        相対性理論 100 年

　機熟さず
　　一物は未だ
　　　一石には成らず

ポーランド 1981 年
発 行 ピ カ ソ 生 誕 100
年

モナコ　2019 年
発行　ダリ

スペイン
　2002 年発行　
サグラダ・
　　ファミリア

リベリア 2008 年発行オバマ大統領

英 国 ROYAL　FAMILY は
揃ってます。

ドイツ 2007 年発行
ローマ法王

ルアンダ 2009 年発行
ダライ・ラマ

 学者ではアインシュタイン

芸術家では　ピカソ　　ダリ

カガネ人形の生地はカタルーニャ州の州都バ

ルセロナ、バルセロナといえばガウディ、そ

してサグラダ・ファミリア。

政治家は勿論、王室関係も対象となり、法王

まで見つけられるが、どうしてかスペイン王

室の人形は見つけれれない。

宗教界のトップも勿論のこと。スポーツ、芸

能界も対象とされ、人物でないものまでもが

対象となっている

ギリシャ 1938 年発行
ミロ　ヴィーナス

68 種発行
ドラえもん切手
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排泄場所を基本的に持たずチャンバーポッ

トという道具で対応してきたヨーロッパ社

会が水洗トイレを手にしても道具を使用し

ていることを考えさせる。オーストリアの

民家園の多くにもこのような情景がみられ

たことを思い出す。上流社会ではベッドの

　左
2007 年オーストラリア発行
クリスマス切手 50 年記念

　下
2014 年スイス発行

クリスマス切手
　左下

2005 年発行
冬のグリーティング切手

●サンタクロース

　クリスマスでヒットしたもう 1 件はサンタ

クロース、こちらも厠 DATABASE では 1 件し

かヒットしないが、切手 DATABASE では数え

きれない件数。

　切手でヒットしたのは各国のクリスマス切手

とわが国のグリーティング切手である。

　厠 DATABASE でヒットしたのは「さむがり

やのサンタ」というえほんである。なぜこのえ

ほんが DATABASE に記録されているのか、こ

のえほんに描かれている住宅の様子に理由があ

る。サンタの住いとプレゼント先の住宅である。

レイモンド・ブリッグズ 作
1974 年福音館

サンタの足元に注意して
ください、サンタは排泄
を2ヶ所でしてたようだ。

プレゼント届け先の
住宅。駐車した車か
ら 1960 年 代 の 住 宅
と考える。寝室のベッ
ドの下に注意すると
こ こ に も・・・・。
そしてトイレは立派
なビデもあるのだが。
ズームインしてみた
のが下図

子供のベッド下、両親のベッドの下にはチャンバー
ポットが置かれている。

バス・トイレは現代の水洗式トイレ、ビデ、シャ
ワが設備され、チャンバーポットを使用する生活
は考えにくい。
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Cityshower を描いた 18 世紀の画

下 で は な く、

寝 室 の 豪 華 な

家 具 に 豪 華 額

縁 の 絵 画 と 同

等 に 扱 わ れ 収

納されている。

　 目 を 我 国 に

転 じ る と、 特

異 な 例 か も し

れ ぬ 使 用 を 池

澤 会 員 か ら 教

え て 頂 い た。

軽井沢の万平ホテ
ル の Gallery に 展
示されている資料
である。無視でき
ないのが朝の従業
員 の 仕 事 が ヨ ー
ロッパでどのよう
にされていたかで
ある。上水道が完
備しない高層住宅

で窓から ” ギャルデ・ロー ( 頭上、水に注意）”
という声とともに路上に Cityshower となっ
て処理される。時代考証され映画のシーンに
もなっている。このシーンから国宝・餓鬼草
子の平安時代、京の小路で高下駄を履いた人

の 姿 が 思 い 出 さ れ
る。この道路事情に
はヨーロッパでも靴
の下に履くオーバー
シューズというハイ
ヒールのきっかけと

なるものが出現し
ている。この環境
を改善するため下
水が設置され時代
とともに河川汚染
問 題 へ と う つ る。
一方、高下駄の社
会は鎌倉時代後期
から屎尿の田畑へ
肥料として利用が
はじまり全国に広
がり、化学肥料の

出現する戦後まで続
く。1500 年 代 半 ば

以降来日した宣教師は皆、清潔な社会環境に
驚愕した手記を残している。
　今回は非常に偏ったコラボ報告になってし
まったと反省させられます。お許しを。

　　　　　　　　　　　小川義博

1998 年アカデミー賞映画「恋に落ちたシェイクス
ピア」で描かれた 16 世紀末のロンドン労働者住宅
地での Cityshower と足元路面。

12 世紀後期、庶民の排便の様子も反映していると考
えられる国宝・餓鬼草子 ( 部分 ) 人がすべて高下駄
を履いている。

Cityshower を流すみぞを路
面にとり下水を設置、しか
し下水処理施設は未設置
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明治の東京࣭深川 郵便局ぶࡾࡽ散歩㸦3㸧 

 鎌倉 㐩敏

9. 深川富吉町局のぶΔΕ散歩と郵便印 

4 局目ࠊࡣ深川富ྜྷ局ࡾࡽࡪࡢ散歩࡛ࠋࡍ

深川富ྜྷ局ࡢ局歴ࠊࡣୗ枠ࡢ記述ࡾ࠾࡜

明治ࠊࡀࡍ࡛ 19 ᖺ 3 ᭶ 31 日࡟廃Ṇ࡞࡟

ࡣ開局期間ࠊࡾ࠾࡚ࡗ 7 ᖺ程ࡢ短࿨࡞局

㸦郵便ཷྲྀ所㸧࡛ࠋࡓࡋ近隣࡟深川郵便

局ࡀ設置࡜ࡵࡓࡓࢀࡉ考えࠋࡍࡲࢀࡽ 

 

所在地ࠊࡣ営団地ୗ鉄門前仲⏫駅ࡽ࠿

ᚐ歩約 10 ศࠊ永௦橋ࡢ橋ワ࡛ࠊ現在近ࡃ

 ࠋࡍࡲࡾあࡀỤ東永௦局࡟
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深川富ྜྷ局ࡢ郵便印࡚ࡋ࡜௦表的ࣜ࡞

 ࠋࡍࡲࡋ௓⤂ࢆࣇ࣮

明治 16 ᖺ 4 ᭶ 23 日ࠊ深川佐賀⏫発信ࠊ

讃岐多度津ᐄ࡚ࡢ手形入ࡾ書留便࡛ࠋࡍ 

ࡋ管ෆ࡛ࡢ༡深川郵便支局ࠊ当時ࡢࡇ

郵ࡢ補助便௨外ࡢ連ྜ局ᐄࠊ自局ࠊࡀࡓ

便物ࡢษ手抹消ࠊࡣ東京ᮏ局࡛ࡳࡢ実施

ࠊ࡚ࡋ࡜証示印ࡅཷࡁ引ࠊࡵࡓࡓい࡚ࢀࡉ

஧ࡢ東京࣭深川富ྜྷ⏫࣭郵便ཷྲྀ所ࠖࠕ

重丸型局所印ࡀ使用࡚ࢀࡉいࠋࡍࡲ 
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10.深川東森下町局のぶΔΕ散歩と郵便印 

5 局目ࠊࡣ深川東森ୗ⏫局ࡾࡽࡪࡢ散歩

ࠊࡀࡍ࡛ࡾ࠾࡜記述ࡢୗ枠ࠊࡣ局歴ࠋࡍ࡛

明治ࠊ伴い࡟໭深川ࠖ局廃Ṇࠕ 18 ᖺ 9 ᭶

1日࡟郵便ཷྲྀ所࡚ࡋ࡜開設ࠋࡍࡲࢀࡉ 

所在地ࡣ清澄通ࠊࡾ高橋交差点ࠊ高橋

夜店通ࡾ入ཱྀࡾ付近ࡢࡑࠋ࢔࢚ࣜࡢ後ࠊ

⏫ྡ変更࡛ࠊ高橋局࡜改称ࠊࢀࡉ現在ࠊࡣ 

 

 

地ୗ鉄森ୗ駅近࡟ࡃ森ୗ⏫局ࠊࡀ無集配

ᬑ通局࡚ࡋ࡜残࡚ࡗいࠋࡍࡲ     

近ࠊࡣ࡟ࡃ葛飾໭斎ࡢ富岳୕十භᬒࡢ

題ᮦࠕࡓࡗ࡞࡜深川万ᖺ橋ࠖࡀ᭷ࠋࡍࡲࡾ 
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深川東森ୗ⏫局ࡢ郵便印࡚ࡋ࡜௦表的

 ࠋࡍࡲࡋ௓⤂ࢆࣇ㸱࣮ࣜ࡞

最初ࠊࡣࣇ࣮ࣜࡢ書留ᑒ書便࡛ࠋࡍ 

深川郵便支局ࡢ時௦࡛ࠊࡀࡍ郵便ཷྲྀ所

扱いࡢ書留便ࡣ東京ᮏ局ࡢษ手抹消࡛ࡋ

深川ࠊ࡚ࡋ࡜証示印ࡢࡅཷࡁ書留引ࠋࡓ

東森ୗ⏫郵便ཷྲྀ所ࡢ஧重丸型証示印ࡀ

使用࡚ࢀࡉいࠋࡍࡲ 
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2 明治ࠊࡣ目ࣇ࣮ࣜ 29 ᖺ 7 ᭶ 4 日発信

郵ࠊ࡜ࡿ࡞࡟時期ࡢࡇࠋࡍᑠ包㏦票࡛ࡢ

便ཷྲྀ所引ࡢࡅཷࡁᑠ包便ࡢษ手抹消ࡣ

武蔵࣭東京深川局ࡢ丸一型日付印ࡾࡼ࡟

行わ࡚ࢀいࠋࡍࡲ 

 

 

ᑠ包引ࡢࡅཷࡁ証示印ࠊࡣ࡚ࡋ࡜東森

ୗ⏫郵便ཷྲྀ所ࡢ஧重丸型証示印ࡀ使用

明治ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡉ 27 ᖺ 2 ᭶ 1 日࡟局ྡ

改称ࠕࠊࡾ࠾࡚ࡋ深川ࠖྡࡢ称ࡀ無࡞ࡃ

 ࠋࡍࡲい࡚ࡗ
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3 深川東森ୗ⏫郵便ཷྲྀ所発ࡣ目ࣇ࣮ࣜ

信ࡢ書留便 2 通ࡢࡇࠋ時௦ࠊ࡜ࡿ࡞࡟書

留証示印ࡢ替わ࡟ࡾ東京深川局ࡢ書留番

号票ࡀ使用࡚ࢀࡉいࠋࡍࡲᕥࡣ縦型番号

票ࡣྑࠊ横型番号票࡛ࠊ共ࠕ࡟深川東森

ୗ⏫ࠖࡢ局所略号ࠕ࡚ࡋ࡜東ࠖࡀ使わࢀ

࡚いࠋࡍࡲษ手抹消ࡣ東京深川局ࡢ丸஧

型日付印㸦時刻表示㸧࡛ࠋࡍ 
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西村寿一郎さんの訃報に接して 

 

 小林 彰 

 

ᮏᖺ 5 ᭶ 3 日ࠕ関東郵趣連ྜࠖྠࠊ 5

日ࠕ墨東郵趣会ࠖࡢࢀࡒࢀࡑ総会ࡀ恒例

西ᮧࠋࡓࡋࡲい࡚ࢀࡉ浅草࡛開催予ᐃࡢ

うࡼࡋ参加ࡶᑠ林ࡽ࡞ࡿࢀࡉ参加ࡀࢇࡉ

5᭶ࠊ࡜ 2日࡟出Ḟࢆ伺うࡈࡵࡓ自宅࠾࡟

電ヰࠊࢁࡇ࡜ࡓࡋ奥ࡈࠊࡽ࠿ࡲࡉᮏ人ࡣ

電ヰ࡟出࡞ࢀࡽい࡜言࡚ࡗいࡈࡢ࡜ࡿ返

஦࡛࡚ࡋࡑࠋࡓࡋ 7 ᭶ 9 日ࡈ逝去ࡲࢀࡉ

 ࠋࡘ巨星落ࡢ郵趣界࡟ṇࠋࡓࡋ

 西ᮧࡢ࡜ࢇࡉ初ࡢ࡚ࡵ出会いࡣ 1992 ᖺ

ࡵ商社勤ࡣᑠ林ࠋࡓࡋ会場࡛ࡢ全日展ࡢ

3ࠊい࡚࡚ࡋ㸰回駐在࡟࢔࢙ࣜࢪࣝ࢔࡛ 回

目ࡢ駐在地ࣔࡢࢲࢼ࢝ࡣンࠋ࣮ࣝ࢜ࣜࢺ

当時ࡢ収集対象ࣛࣇࡣンࢩࣛࢡ࣭ࢫッࢡ

伝統郵趣࡜在横浜ࣛࣇンࢫ局࡛ࠊࡀࡓࡋ

ࣔン࣮ࣝ࢜ࣜࢺ駐在ࢲࢼ࢝࡟ࡅ࠿ࡗࡁࢆ

ࡲ加え࡟対象ࡶࢬ࣮ࣜࢩ࣭࣑ࣝࣛࢻ࢔ࡢ

 ࠋࡓࡋ

1992ࠊ帰任後࡟東京ࡽ࠿駐在ࢲࢼ࢝  ᖺ

࡟全日展ࠖࠕࢆࢬ࣮ࣜࢩ࣭࣑ࣝࣛࢻ࢔࡟

初出品ࠋ初日࠿஧日目࡟会場࡛ 6ࠊ5 人ࡢ

方ࢆ࣑ࠖࣝࣛࢻ࢔ࠕࡀ熱心࡟見࡚ࢀࡽ࠾

会ࠖ࡟ࡃࡘ࡜ࠕ࡜ࡿࡅ࠿ࢆ声࠾ࠋࡓࡋࡲ

ࡽ࠾ࡶࢇࡉ西ᮧ࡟中ࡢࡑࠋࡓࡋ方々࡛ࡢ

勧ࡃ強ࢆ参加ࡢ࡬ษ手研究会࡜会ྠࠊࢀ

࡟ࡃࡘ࡜ࠕࡢ当時ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓい࡚ࡵ

会ࠖ会長ࡣ早大ษ手研ࡢ大ඛ輩ࠊ根岸ࡉ

創設ࡢ早大ษ手研ࡣ全日展ࠋࡓࡋ࡛ࢇ

者࣭金井ࢺࢆࢇࡉッࠕࡿࡍ࡜ࣉ日ᮏ郵趣

連ྜࠖ主催࡛開催࡚ࢀࡉい࡚ࠊ根岸ࠊࢇࡉ

西ᮧࡣࢇࡉ重責ࢆ担ࠋࡓࡋࡲࢀࡽ࠾࡚ࡗ 

西ᮧࡣࢇࡉ早大ࡈ出身࡛ࠊࡀࡍ早大ษ

手研ࡣ࡟入会࡚ࢀࡉいࡈࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲ

ᮏ人࡜ࡿࡼ࡟入学式当日ࠊ新入生࡟入会

ࣕ࢟ࡀࢫ࣮ࣈࡢ研究会ࡢࡃ数多ࡿࡵ薦ࢆ

ン࡟ࢫࣃ溢࡚ࢀい࡚ࠊ一ࡘ一ࡘ見࡚歩い

࡚いࠕࡀࡓษ手研ࠖࡣ࡟気付ࡎ࠿最後ࡢ

ࡑࠊࡁ着ࡁ行࡟考ྂ学研究会ࠖࠕࢫ࣮ࣈ

 ࠋ⏤ࡓࢀࡉ入会࡟研究会ྠࠊ侭ࡢ

や西ᮧࢇࡉ根岸ࡣࡲࡉ皆ࡢ会࡟ࡃࡘ࡜

伺い࡜大家ࡢ外国ษ手࡚ࡋ࡜ࡵ始ࢆࢇࡉ

身ࡢ引ࡁ締ࡿࡲ思い࡛ࠋࡓࡋ因࡟ࡳษ手

展初出品ࡣ࣑ࣝࣛࢻ࢔ࡢ銀賞࡛ࠋࡓࡋ 

 翌ᖺࣛࣇࡣ࡟ンࢩࣛࣇ࣭ࢫッࢆࢡ出品

ࣛࣇࡣ࡟翌ᖺࡢࡑ࡟ࡽࡉࠊ郵政大臣賞ࡋ

ンࢫ横浜郵便局ࢆ出品ࡋ大臣賞ཷ賞ࡇࠋ

西࡟特ࠊࡲࡉ皆ࡢ会࡟ࡃࡘ࡜࡟一重ࡣࢀ
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ᮧࡈࡢࢇࡉ指ᑟࡢ賜物࡛ࠋࡓࡋ 

出席࡟᭶例会ࡢ会ࠖ࡟ࡃࡘ࡜ࠕ後ࡢࡑ

ཷࢆ指ᑟࡈࡢඛ輩諸氏ࠊࡁࡔࡓい࡚ࡏࡉ

1994ࠋࡓࡋࡲࡅ ᖺࡣ࡟韓国࡛国際展ࡀあ

初࡚ࡗあࡶࡵ勧࠾ࡢࢇࡉ西ᮧࠋࡓࡋࡲࡾ

࡟対象ࢆ局ࢫンࣛࣇ在横浜࡟国際展࡚ࡵ

出品申込ࡀࢁࡇ࡜ࠋ開催直前ࢫ࢞ࢲ࣐࡟

࢘ソࡢ会場ࠊࡾあࡀ発௧ࡢ஦務所長ࣝ࢝

ࢇࡉ西ᮧࢆ作品ࠊࡾ࡞ࡃ࡞࡭運ࢆ足࡟ࣝ

࡜ࡇࡃࡔࡓ郵㏦いࡣいࡿ持参あ࡟現地࡟

 ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡟

ᑠ林ࡣ 1998 ᖺ࡟商社ࢆᐃᖺ前㏥職ࠊࡋ

㏥職ࡢ翌日࡛ࣝ࢝ࢫ࢞ࢲ࣐࡟日ᮏ政府無

償援助 ODAࡿࡼ࡟ᑠ学校建設ᕤ஦ཷࢆ注

ࢆ記作品ୖࠋ再就職࡟建築会社ࡓࡋ 1999

ᖺࣛࣇࡢンࣜࣃ࣭ࢫ開催ࡢ国際展ࡶ࡟出

品いࡢࡇࠋࡓࡋࡲࡋࡓ時ࡶ西ᮧࣃ࡟ࢇࡉ

2000ࠋࡍ࡛ࡢࡓいࡔࡓ㏦付い࡛ࡲࣜ ᖺࡢ

全日展࡛ࡣわࡀ国࡛初࡚ࡵ写真付ษ手ࢩ

ࠊ大人気ࠊࡾ࡞࡟࡜ࡇࡿࢀࡉ発売ࡀࢺ࣮

買い求ࡿࡵ人ࡢ波ࡀ延々࡜続ࠊࡁ長蛇ࡢ

列ࠋ大変࡞盛ࠋࡓࡋ࡛ࡾࡀୖࡾ西ᮧࢇࡉ

ࡇࡃ࡞ࡶ陰࡛混乱࠾ࡓࢀࡉ対応࡟的確ࡀ

ࡶ࣮ࣂ会࣓ン࡟ࡃࡘ࡜ࠋࡓࡋࡲ運びࡀ࡜

長蛇ࡢ列࡟並び各人写真付ࡁษ手ࢺ࣮ࢩ

࡚ࡗあࡀ助言ࡢࢇࡉ西ᮧࡶࢀࡇࠋ入手ࢆ

 ࠋࡓࡋ࡛࡜ࡇࡢ

1996 ᖺࠊࡣ࡟西ᮧ࢕ࣇࡀࢇࡉンࣛン

ࡢ郵便ྐษ手展ࡢ開催࡛࢟ンࢩ࣭ࣝ࣊ࢻ

当時ࡣᑠ林ࠊࢀࡽࡵ務ࢆ࣮ࢼョࢩッ࣑ࢥ

ࠊࡀࡓࡋࡲい࡚ࡋ駐在࡟ࣝ࢝ࢫ࢞ࢲ࣐ࡶ

横浜ࣛࣇンࢫ局ࢆ出品ࠊ࡚ࡋ࡟࡜ࡇࡿࡍ

作品ࡶࡓࡲࢆ西ᮧ࡟ࢇࡉ現地࡟持参いࡓ

 ࠋࡍ࡛ࡢࡓいࡔ

ᑠ林ࢩࣝ࣊ࡽ࠿ࣝ࢝ࢫ࢞ࢲ࣐ࡣン࢟入

ࠊ連日ࠊࡋ現地࡛ྜ流࡜ࢇࡉ西ᮧ࡚ࡋࡾ

ྠ氏࡜路面電車࡛会場入ࠋࡾ帰࡟ࡅࡀࡾ

西ᮧࠊ一週間࡝࡞ࡪ運ࢆ足ࡶ࡟ⓒ㈌店ࡣ

 ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓい࡚ࡏࡉ一行動ྠ࡜ࢇࡉ

郵趣家ࣝ࢝ࢫ࢞ࢲ࣐ࠕ࡟ࣝ࢝ࢫ࢞ࢲ࣐

協会ࠖࡿ࡞団体ࡀあྠࠊࡾ会会長ࡢ要請

国ࡣࣝ࢝ࢫ࢞ࢲ࣐ࡢ当時ࠋ入会࡚ࡅཷࢆ

連加盟約 200 ࡛ࡘ一ࡢ最㈋国ࠊෆࡢ国࢝

国民ࡢᖹ均ᖺ俸ࡣ約 10 万෇ (᭶俸࡛ࡣあ

協会員ྠࠊ࡚ࡗᚑࠋ(ࡍᖺ俸࡛ࠋࢇࡏࡲࡾ

ࡋࡾ手作࡚࡭ࡍࢆ࡝࡞ࢡッࣈࢡッࢺࢫࡣ

࡚いࠋࡓࡋࡲษ手ࡶ自国ࡢ現行使用済ࡢ

ࡀ数人࡛࡝殆ࡀ会員ࡿい࡚ࡋ࡟対象ࢆࡳ

未使用あࡿいࡣ安価࡞他国ࡢษ手ࢆ収集

対象࡚ࡋ࡟いࡢࡇࠋࡓࡋࡲ実情ࢆ西ᮧࡉ

ࢭンࣆやࢡッࣈࢡッࢺࢫ࡜ࡿࡍヰ࠾࡟ࢇ

ッࠊࢺ日ᮏษ手ࡢ紙付ࡁ使用済ࢆࡳ大量

ᮏ物ࡣ会員ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ無償提供い࡟

࡟手ࢆ郵趣付属品࡝࡞ࢡッࣈࢡッࢺࢫࡢ

知識ࡢ会員ࡣᑠ林ࠊ他方ࠋ大喜び࡚ࡗྲྀ

向ୖࠕࡵࡓࡢ日ᮏ࣭ࣝ࢝ࢫ࢞ࢲ࣐郵趣ࠖ

無࡟会員ࡋ毎᭶発行ࢆᑠ冊誌ࡓࡅ付ྡ࡜

償配付ࡓࡲࠊᖺ一回ࠊษ手展ࢆ開催ࡿࡍ

ࡍ出ࢆᬒ品ࡣ࡟優秀作品ࠊࡋ提案ࢆ࡜ࡇ

࡟ࢇࡉ西ᮧࡓࡲࢀࡇࠋࡍ࡛ࡢࡓࡋ࡟࡜ࡇ

日ᮏษ手ࡿࡍ贈与࡚ࡋ࡜賞品࡚ࡋ願い࠾

や郵趣付属品ࡢ寄付ࢆ仰ࠋࡓࡋࡲࡂ 

ࡓࡋ帰任ࡽ࠿ࣝ࢝ࢫ࢞ࢲ࣐  2007 ᖺ௨降

ࢆ関東郵連や墨東郵趣会ࡽ࠿ࢇࡉ西ᮧࡣ

⤂௓いࠊࡁࡔࡓ会ྜ࡟顔ࢆ出ࠊࡋ西ᮧࡉ

࡟ࡋ入ᮐや盆回ࠊ࡚ࡋ࡜ᐃ席ࢆ隣ྑࡢࢇ

興࡚ࡌいࠋࡓࡋࡲ盆回ࡣ࡛ࡋᑠ林ࡢᑠ銭

ṇ࡝࡞ࡿࡍࡾ借࠾࡟ࢇࡉ西ᮧ࡜ࡿࡁ尽ࡀ
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ࡗ頼࡟ࢇࡉ西ᮧ࡛ࠖࢥッࢲ࡟ࡪࢇ࠾ࠕ࡟

࡚いࠋࡍ࡛ࡢࡓ 

ࢇࡉ西ᮧࡣ郵趣人生ࡢᑠ林࡟うࡼࡢࡇ 

࡜ࡣ収集家ࠋࢇࡏࡲࢀ語ࡣ࡚ࡋ࡟ࡁ抜ࢆ

収集ࡢ他ࡾࡶࡇࡌ閉࡟殻ࡢ自ศ࡜ࡿࡍࡶ

家ࡣ࡜一線ࡀ࡜ࡇࡍ⏬ࢆ多い中࡛ࠊ西ᮧ

態度࡛ࡌྠࡃ࡞隔࡚ࡅศࡶ࡛࡟誰ࡣࢇࡉ

接ࡿࢀࡽ࠾࡚ࡋ親ศ肌ࠊṇࠕ࡟門前列ࢆ

 ࠋࠖࡍ࡞

ᑠ林ࡀ現在郵趣界࡛多少ྡࡀ知ࡿࢀࡽ

陰࠾ࡢࢇࡉ西ᮧ࡟一重ࡣࡢࡓࡗ࡞࡟うࡼ

ࡋ御礼申ࡃ厚ࡾࡼ衷心࡟ࢇࡉ西ᮧࠋࡍ࡛

࡝ࠋࡓࡋࡲいࡊࡈう࡜ࡀࡾあࠋࡍࡲࡆୖ

う࠾ࡾࡃࡗࡺࡈ࠿休ࡳୗࡉいྜࠋ掌ࠋ 

 

 

  

 2021ᖺ 11᭶ 12日ࡽ࠿ 14日ࠊ

目ⓑࡢษ手ࡢ博物館࡛ࠕ稲門

20࣮ࣜࢸࣛ࢕ࣇ 周ᖺ記念ษ手

展ࠖࡀ開催ࠊࢀࡉ西ᮧࡣࢇࡉ

ࠗ香港࠘ࢆ出品ࠋࡓࢀࡉTBS

ࡶ࡟背ᬒࡢᮦ風ᬒྲྀࡢ࢜ࢪࣛ

西ᮧࡢࢇࡉ作品ࡀ写࡚ࡗいࠋࡿ 
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大隈重信ࢫタンプ࣮ࣛࣜ 

 池澤 克就

 最近ࡣ全国各地࡛ࢱࢫンࡀ࣮ࣜࣛࣉ企

設࡟会場ࢺン࣋࢖駅やࠋࡍࡲい࡚ࢀࡉ⏬

置ࢱࢫࡓࢀࡉンࢆࣉ所ᐃࡢ台紙࡟押ࠊࡋ

ࡓࡗい࡜ࡿえࡽࡶࡀᬒ品࡜ࡿࡵ集࡚࡭ࡍ

企⏬ࡀ一般的࡛ࢥࠋࡍンࡓࡋࢺ࣮ࣜࣉ時

挑࡟࡜ࡈࡿ機会あࠊࡃࡼ心地ࡀ満足感ࡢ

戦࡚ࡋいࠋࡍࡲ௒ᖺࡢ 10 ᭶ 7 日ࡽ࠿ 30

日ࠊ࡛ࡲ東京࣓ࡢࣟࢺ企⏬ࠕ大隈重信ࢫ

挑࡛ࡢࡓい࡚ࢀࡉ開催ࡀ࣮ࠖࣜࣛࣉンࢱ

戦ࡓࡋࡲࡳ࡚ࡋ㸦写真㸯㸧ࠋ 

࡟大隈重信ࡣࡢࡓࢀࡉ設置ࡀࣉンࢱࢫ 

஧駅ࡢࣟࢺ東京࣓ࠋ所࠿四ࡿあࡢࡾ࠿ࡺ

㸦国会議஦堂前駅ࠊ護国寺駅㸧࡜博物館

஧࠿所㸦港区立郷土歴ྐ館ࠊ早稲⏣大学

歴ྐ館㸧࡛ࠋࡓࡋ௒回ࠊࡣ༢ࢱࢫ࡟ンࣉ

ࢆ郵便局ࡿࡍ関連ࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔࡍ押ࢆ

記ࡓࡏわྜࢆࣉンࢱࢫ࡜風ᬒ印࡚ࡗわࡲ

念品ࢆ作成ࠋࡓࡋࡲࡋ࡟࡜ࡇࡿࡍ四࠿所

࢖࣏ࡀ順番ࡢࡑࠊࡣ࡟ࡿわࡲࡃࡼ効率ࢆ

ンࠋࡍࡲࡾ࡞࡟ࢺ最後࡟記念品ࡀ貰えࡿ

ࡣ࣮ࣝࢦࠊ࡛ࡢࡍ博物館࡛ࡢ所࠿஧ࡣࡢ

ⓑ金台࠿早稲⏣ࡓࡋ࡟࠿ࡽࡕ࡝ࡢ方ࡼࡀ

比較的࡜⏣早稲ࡣ護国寺駅ࠋࡍう࡛ࡑࡉ

近い࡛ࡢ続࡚ࡅ訪問ࠊࡋ࡜࡜ࡇࡿࡍ国会

議஦堂前駅→港区立郷土歴ྐ館→護国寺

駅→早稲⏣大学歴ྐ館ࡢ順࡛ࡲわ࡜ࡇࡿ

 ࠋࡓࡋࡲࡋ࡜

 最初࡟訪問ࡣࡢࡓࡋ東京࣓ࣟࢺ千௦⏣

線ࡢ国会議஦堂前駅ࠋ改ᮐཱྀࡢ外࡟ᑓ用

㸦写真ࡍࡲい࡚ࢀࡉ設置ࡀ台ࣉンࢱࢫ 2㸧ࠋ 

 

 

写真  タ࣮ࢫタンプ࣮ࣛࣜのポࢫ 1

 

 

写真 2 国会議事堂前駅のࢫタンプ 

 

ࢱࢫࡢ緑色ࠊࡵࡁ角型࡛大ࡣࣉンࢱࢫ

ンࣉ台࡛࢖ンࢆࢡ付࡚ࡅ押ࠋࡍ࡛ࣉ࢖ࢱࡍ

ࡼい࡞ࡋࡾࡓࢀ擦ࡾࡓࡗࡀ曲ࡀࣉンࢱࢫ

う何度࠿試ࡋ押ࠊࡽ࠿࡚ࡋࢆࡋ所ᐃࢫࡢ

࡚ࡋ押࡟慎重࡟ࡁࡀࡣ台紙や官製ࣉンࢱ

いࠋࡍࡲࡁ 
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図㸯 国会議事堂前駅のࢫタンプと 

国会内局風景印 

 

 国会議஦堂前駅ࢱࢫࡢンࠊࡣ࡟ࣉ国会

ෆ郵便局ࡢ風ᬒ印ྜࢆわࡓࡋࡲࡳ࡚ࡏ

㸦図㸯㸧ࠋ議஦堂周辺ࡣ首相官邸ࡶ࡝࡞

あࡾ警備ࡀ厳ࠊࡃࡋ職務質問࡛ࡓࢀࡉࡶ

ࡏࡽ巡ࢆ思い࡜࡝࡞ࠊ࠿うࡼ答え࡜何ࡽ

あࡶ࡜ࡇࡿࢀࡽࡵ࿧びṆ࡟特ࠊࡀࡓࡋࡲ

 ࠋࡓࡋ࡛ࢇࡏࡲࡾ

஧࠿所目ࡢ押印࣏ࢫッࠊࢺ港区立郷土

歴ྐ館ࠊࡣ東京࣓ࣟࢺ༡໭線ࡢⓑ金台駅

ࡢᑓ用࡟ཱྀࡾ入ࡢ建物ࠋࡄࡍ歩い࡚ࡽ࠿

ࡢࡇࠋࡓࡋࡲい࡚ࢀࡉ設置ࡀ台ࣉンࢱࢫ

建物ࠊ東大ࡢ安⏣講堂࡟似࡚い࡞ࡿあ࡜

思ࠊࡽࡓࡗ設計者ࡌྠࡀෆ⏣祥୕࡛ࡓࡋ

㸦写真 3㸧ࠊࡣ࡛ࡇࡇࠋ鉄道開業㸯㸳㸮周

ᖺྜ࡟わࡓࡏ企⏬展ࠕ人物࡛ࡿࡳ日ᮏࡢ

鉄道開業ࠖ展ࢆ開催中࡛ࠊ大隈重信ࡀ鉄

道開業ࡶ࡟関わ࡚ࡗい࣮ࣝࣆ࢔ࡀ࡜ࡇࡓ

ンࢱࢫࡢࡇࠋ㸦写真㸲㸧ࡓࡋࡲい࡚ࢀࡉ

港ⓑ金台郵便局ࡢࡾ歴ྐ館最寄ࠊࡣ࡟ࣉ

 ࠋ㸦図㸰㸧ࡓࡋࡲࡳ࡚ࡏわྜࢆ風ᬒ印ࡢ

 

写真 3 港区立郷土歴史館 

 

写真 4 鉄㐨開業 150周年記念展 

 

 

図㸰 港区立郷土歴史館のࢫタンプと 

港白金台局風景印 

 

護国寺ࠋ᭷楽⏫線護国寺駅ࡣ所目࠿୕ 
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ࡓࢀࡤ選ࡽ࠿࡜ࡇࡿあࡀ墓ࡢ大隈重信࡟

駅࡜思わࢱࢫࡢࡇࡇࠋࡍࡲࢀンࡣ࡟ࣉ文

教音羽郵便局ࡢ風ᬒ印ྜࢆわࡋࡲࡳ࡚ࡏ

護国寺境ෆࡣ࡟風ᬒ印ࡢࡇࠋ㸦図㸱㸧ࡓ

 ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡉン࢖ࢨࢹࡀ᭶ග殿ࡿあ࡟

 
図㸱 護国寺駅のࢫタンプと 

文京音羽局風景印 

 

最後ࡣ早稲⏣大学構ෆ࡟あࡿ早稲⏣大

学歴ྐ館㸦写真 5㸧ࠋ大隈講堂前ࡢ 1号館

1階࡟ 2018ᖺ 3᭶ࣉ࣮࢜࡟ン࣑ࡓࡋュ࣮

ࢱࢫ࡟廊ୗࡢ展示会場ࡢࡇࠋࡍ࡛࣒࢔ࢪ

ンࡀࣉ設置࡚ࢀࡉいࠋࡓࡋࡲ 

  

写真㸳 早稲田大学歴史館 

 

図㸲 早稲田大学歴史館のࢫタンプと 

早稲田大学前局風景印 

 

早ࡾࡣやࡣࡢࡿࡏわྜ࡟ࣉンࢱࢫࡢࡇ 

稲⏣大学前郵便局ࡢ風ᬒ印࡛ࡻࡋう㸦図

㸲㸧ࠋ訪問日ࡣ創立記念日࡛ࠊ࡛ࡢࡓࡋ

ṇ門࡟大࡞ࡁ看板ࡀ立࡚ࡗいࠋࡓࡋࡲ 

   

写真㸴 早稲田大学歴史館のࢫタンプ 

 

ࡶ࣮ࣜࣛࣉンࢱࢫࡢ一般ࠊ࡟うࡼࡢࡇ 

風ᬒ印ྜ࡜ࡾࡄࡵわ࡜ࡿࡏ஧倍楽ࡇࡴࡋ

࠿いࡣ࡚ࡳ࡚ࡋ試ࡶ皆様ࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ࡜

 㸦完㸧ࠋ࠿うࡻࡋ࡛ࡀ
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■一般財団法人日本郵便切手ࢪࢹタࣝ博

物館の設立パ࣮࣮࢕ࢸ開催 

    

     2022ᖺ 11᭶ 13日㸦日㸧18:00ࠊࡽ࠿

東京ụ袋ࢱ࣏ࣜࣟࢺ࣓ࣝࢸ࣍ࡢンࢩ࢝ࡢ

一般財団法人日ᮏ郵便ษࠊ間࡛ࡢ࢔࣌࢜

手ࣝࢱࢪࢹ博物館ࡢ設立ࡀ࣮࢕ࢸ࣮ࣃ開

10ࠊࡣ当博物館ࠋࡓࡋࡲࢀ࠿ ᭶ࡢ稲門ࣇ

ࡀᑠ原会員ࡓࢀࡉ総会࡛講演࣮ࣜࢸࣛ࢕

理஦長ࡾ࡞࡟開館ࡢࡑࠊ࡛ࡢࡶࡿࢀࡉ概

要ࠊࡣ࡚ࡋࡲࡁࡘ࡟当ヱ講演ࡢ中࡛ࡶ⤂

௓ࠊࢀࡉ関連文書ࡀ当会報ࡶ࡟掲載ࢀࡉ

ࡢ神戸᭷馬ࠊ現在ࡣ࡟日ᮏࠋࡍࡲࡾ࠾࡚

ษ手文໬博物館ࠊ東京目ⓑࡢษ手ࡢ博物

館ࠊ࡜ษ手࡟関ࡿࡍ民間ࡢ博物館ࡀ㸰ࡘ

あ࡟ࡇࡑࠊࡀࡍࡲࡾ㸱ࡘ目ࡢࡇࠊ࡚ࡋ࡜

ࠋࡍࡲࡾ࡞࡟࡜ࡇࡿ加わࡀ博物館ࣝࢱࢪࢹ

᭷馬ࠊ目ⓑࡢ博物館ࡢࡑࠊࡶ࡜開館ࡣ࡟

稲門ࡢ࣮ࣜࢸࣛ࢕ࣇ会員等ࡀ関与࠾࡚ࡋ

当ࠊࡶ博物館ࣝࢱࢪࢹࡢ௒回ࠊࡀࡍࡲࡾ

会ࡢ会員ࡢࡑࡀ主ࡿࡓ役割ࢆ担ࡾ࠾࡚ࡗ

通ࢆࢺネッࡃ࡞ࡣ実物࡛ࠊࢆษ手ࠋࡍࡲ

ࡁ鑑賞࡛࡟⏤ン等࡛自ࢥソࣃࡢ自宅࡚ࡋ

開࡞ṇ式ࠋࡍࡲࡾ࡞࡟い形式࡞࡟ᚑ来ࡿ

館ࡀ待ࡢࡇࠋࡍࡲࢀࡓ設立ࠊࡣ࣮࢕ࢸ࣮ࣃ

方々࡞い歌や著ྡࡋࡽ素晴ࡢ歌手ࣛ࣌࢜

ࡲࡍࡲࡢ博物館ࣝࢱࢪࢹ当ࠊ中ࡢ挨拶ࡢ

20:00ࠊ࡚ࡋ祈念ࢆ発展ࡢࡍ ࡞࡟ࡁ開࠾࡟

 ࠋࡓࡋࡲࡾ

 掲載作品募集ࢪ࣮࣌ム࣮࣍■

稲門ࠊࡣ࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ࣮ࣜࢸࣛ࢕ࣇ

ࡢ会員諸氏ࠊ࡚ࡋ࡜一環ࡢュ࣮拡充ࢽ࣓

ࡋ予ᐃࢆࢪ࣮࣌ࡿࡍබ開ࢆョンࢩࢡࣞࢥ

࡚いࣇ࣮ࣜࠋࡍࡲ 1 枚࡛ࠊࡶ数࣒࣮ࣞࣇ

希ࢆ作品掲載ࠋࢇࡏࡲいࡲ࠿ࡶ大作࡛ࡢ

望ࡿࢀࡉ方ࠊࡣୗ記࠾࡛ࡲ問いྜわࡃࡏ

 ࠋいࡉࡔ

青栁㸦tsuaho@green.ocn.ne.jp) 

 

 変更ࢫドࣞ࢔ࢪ࣮࣌ム࣮࣍■

稲門ࢻ࢔ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡢ࣮ࣜࢸࣛ࢕ࣇ

ࡢ௨ୗࡣ௒後ࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜変更ࡀࢫࣞ

 ࠋいࡉࡔࡃࢫࢭࢡ࢔࡟ࢫࣞࢻ࢔

http://post-stamp.org/wasephila.html 

 

◇編集後記◇ 

㸱ᖺࡢࡾࡪ総会ࡀ無஦࡟開催࡛ࡇࡓࡁ

࡟ࢫࣃンࣕ࢟ࡣ࡟稲門祭当日ࠋ感謝࡟࡜

⤃碧ࡢ空ࡀ響ࡁ渡ࠊࡾあࡿࢀࡩ若࡜ࡉ賑

わい࢚ࡽ࠿ネࣝࡓࡗࡽࡶࢆ࣮ࢠ気ࡲࡋࡀ

ࡓいࢆ原稿ࡢࡃ多ࡽ࠿皆様ࡶ௒号ࠋࡓࡋ

募ࡣ原稿ࡁ続ࡁ引ࠋい悲鳴ࡋࢀうࠊࡁࡔ

集中࡛ࠋࡍいࡼいࡼ௒ᖺࡶ残ࢁࡇ࡜ࡍ一

いࡼࠊ皆様ࠋࡓࡋࡲいࡲࡋ࡚ࡗ࡞࡜᭶࠿

 ࠋいࡉࡔࡃ迎え࠾ࢆᖺ࠾
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